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ご挨拶 

 
国際医療リスクマネージメント学会（IARMM: 旧国際予防医学リスクマネージメント連盟）は、2002年 4月にス
イスにて国際医学会として設立し、東京の国立国際医療センターにおける第 1回学術総会を経て、十年がたちま
した。2005年から本部を東京に移転しました。その間、多数の学術集会を世界各地で開催してまいりました。
2012年、ロンドン大学にて世界 30カ国以上の参加者により第 1回臨床安全世界会議(1WCCS)を開催いたしまし
た。この会議の目的は、患者安全、医薬品安全、医療機器安全、感染症安全対策などにおけるリスク管理と危機
管理を世界の医療界で向上・促進するための国際学術交流です。このたび、第 2回の世界会議(2WCCS)を 2013
年 9月 12日～13日にドイツ・ハンブルグ大学にて開催する運びとなりました。そのキーワードは “Risk in 
Clinical Care (臨床現場でのリスク)”.です。 

 
 
20世紀末までに世界の医療では遺伝子診療技術のように健康上のトピックが主な関心事でした。しかし、人間
の生存には健康と安全の両面が不可欠です。21世紀においてはリスクと危機管理は人間が存在する上で基本要
素として広く認識されるに至りました。 
 
ドイツは過去百年にわたりリスク科学と技術の研究史を有し、世界最先端の水準にあります。ドイツの研究者か
ら、リスク科学、リスク哲学、リスクコミュニケーション、リスクマネージメントといった重要な概念が提起さ
れてきました。そのために、リスク科学・技術に関するドイツの科学文化は、「リスク科学を基盤とする臨床現
場のリスク対策の向上」についても大いに貢献することは明白です。 
 
 
このような理由から 2WCCSでは、患者安全、医薬品安全、医療機器安全、感染症対策などに関する安全文化の世
界的な改善と促進を進めます。リスクと危機管理に関して国際的な専門家との間で知識と経験を交換するという
世界の多くの方々からの要望に応えるため、ドイツのハイデルベルグで 2WCCSを開催します。私たちはドイツ・
その他のヨーロッパ諸国ならびにいくつかの国際的な組織から専門家を招待いたします。さらに、2WCCSではヨ
ーロッパ、アメリカ、カナダ、オーストラリア、アジア、アフリカ、中東から多くの方が参加されます。 
 
ドイツのリスク文化からの学習は世界中の人々の健康の分野における安全文化の向上に貢献すると確信します。 
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連絡先 

 
国際医療リスクマネージメント学会(IARMM) 世界本部 
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